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１ 平成27年度 教育委員会が進める事業 
 

 平成27年度の新潟市教育委員会の新規事業とその他の主な事業です。 

 

（１）新規事業 

事  業  名 説    明 

アフタースクール 

学習支援事業 

中学生を対象に，放課後の時間等を活用した学習支援の場を

設けます。 

※講師は，主に教員OBなどの地域の方 

平成27，28年度は試行，平成29年度から本格実施します。 

セカンドライフ 

農業体験事業 

 シニア世代を対象に，永年楽しめる趣味づくり，仲間づくり，

健康づくりのきっかけの場として，また，地域参加を推進する

ため，家庭菜園等で活用できる農業体験を実施します。 

（仮称） 

国際青少年センター

整備事業 

 老朽化した新潟市大畑少年センターを旧二葉中学校へ移転

し，青少年の国際交流も視野に入れた，（仮称）国際青少年セ

ンターとして改修し整備します。 
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（２）その他の主要な事業 

事  業  名 説    明 

ふれあいスクール 

事業 

○ふれあいスクール 

 子どもの健全育成と地域の教育力向上のため，小学校の余裕

教室や体育館を活用し，地域の協力のもと，平日の放課後や土

曜日の午前中などに子どもたちに安心安全な居場所を提供し，

異年齢交流や地域の大人との交流を図ります。 

 平成27年度は，新規校２校を含め67校で実施します。また，

土曜日の内容をこれまで以上に充実させるため，外部講師等を

活用した教育プログラムを数校でモデル的に行います。 

 

 

○公民館出前型 

 公民館が，学校の特別教室などで出前事業を実施します。学

校を拠点に活動する自主サークルを育成し，学校と連携しなが

ら地域全体で子どもを見守る体制づくりを推進します。 
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教育総務課企画室 

２ 学校適正配置 

  

学校適正配置の必要性 

 本市の児童生徒数は長期間に渡り減少を続けており，この傾向は今後も継続すると見込まれてい

ます。子どもたちのための教育効果の向上と教育環境の整備を図るうえで，学校の適正配置が大き

な課題となっています。 

 

（１）児童・生徒の減少  S59 年（過去のピーク） H26 年 

新潟市全体  約 106,000 人     約 60,000 人  約 4 万 6 千人（約 43％）減少 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）在籍児童・生徒数と未就学児童数に基づく，平成 32年度までの推計は下記のとおりです 

（参考１） 通常学級 児童・生徒数推計  平成 26年度推計（平成 26年 5月 1 日現在） 

 

 

 

平成26年度人

(A) 

平成32年度人

(B) 
増減(B-A)人 増減率 

中央区 

小学校 8,019 8,756 737 9.2

中学校 3,717 3,755 38 1.0

計 11,736 12,511 775 6.6

新潟市 

全体 

小学校 39,200 38,826 △374 △1.0

中学校 19,976 19,375 △601 △3.0

計 59,176 58,201 △975 △1.6
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教育総務課企画室 

（３）小規模校（適正規模に満たない）の状況 

  小学校１１３校のうち ５７校（約 50%） 

      中学校 ５６校のうち １８校（約 32%） 

 

 

 

 

 

 

 

（参考２） 学級別一覧 （平成 26 年 5 月 1 日現在） 

 

 

 

（４）学年別児童生徒・学級数推計について（表は次ページ） 

    ※平成 26 年 5月 1 日現在の数値で推計してあります。 

①推計の方法 

・児童生徒数の将来推計は，基準日に住民登録のある未就学児，児童，生徒数を各学校

の通学区域ごとに調べて，その人数が次年度以降もそのまま新学年に進むものとして，

6 年間の児童生徒数及び学級数を求めたものです。 

・特別支援学級，中等教育学校，特別支援学校，国立・私立の小中学校へ進学する通学

区域ごとの児童生徒数は，予測できないため調整していません。（平成 26 年度の数値

は，特別支援学級，中等教育学校，特別支援学校，国立・私立の小中学校に在籍する児

童生徒数は含んでいません。） 

 

②学級編成について 

新潟市の小中学校の学級編制は，国の標準をもとに新潟県が設定した 1学級の児童生徒

数で行っています。 

 

 新潟市が考える適正規模とは 

小学校 １２学級以上，２４学級以下（各学年２～４学級） 

   中学校 ９学級以上，１８学級以下（各学年３～６学級） 

適正規模に達しない学級数の学校を「小規模校」とし，適正規模を超える

学級数の学校を「大規模校」としています。 

小学校 中学校 

 中央区 新潟市全体  中央区 新潟市全体 

25 学級以上 ２ ８ 19 学級以上 ２ ４ 

12～24 学級 １０ ４８ 9～18 学級 ５ ３４ 

11 学級以下 ９ ５７ 8 学級以下 １ １８ 

計 ２１ １１３ 計 ８ ５６ 
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中央区 学年別児童生徒・学級数推計（Ｈ２７～Ｈ３２）

○浜浦小・関屋小・有明台小・青山小（一部）／関屋中 ※青山小は西区

推計値
校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 60 2 59 2 55 2 48 2 57 2 45 2 34 2

2 70 3 60 2 59 2 55 2 48 2 57 2 45 2

浜 3 64 2 70 2 60 2 59 2 55 2 48 2 57 2

4 73 2 64 2 70 2 60 2 59 2 55 2 48 2

浦 5 76 2 73 2 64 2 70 2 60 2 59 2 55 2

6 72 2 76 3 73 2 64 2 70 2 60 2 59 2

計 415 13 402 13 381 12 356 12 349 12 324 12 298 12

1 23 1 17 1 31 1 30 1 31 1 21 1 26 1

2 25 1 23 1 17 1 31 1 30 1 31 1 21 1

関 3 21 1 25 1 23 1 17 1 31 1 30 1 31 1

　 4 19 1 21 1 25 1 23 1 17 1 31 1 30 1

屋 5 23 1 19 1 21 1 25 1 23 1 17 1 31 1

6 24 1 23 1 19 1 21 1 25 1 23 1 17 1

計 135 6 128 6 136 6 147 6 157 6 153 6 156 6

1 32 1 50 2 43 2 42 2 54 2 39 2 35 2

有 2 35 2 32 1 50 2 43 2 42 2 54 2 39 2

3 36 1 35 1 32 1 50 2 43 2 42 2 54 2

明 4 51 2 36 1 35 1 32 1 50 2 43 2 42 2

5 38 1 51 2 36 1 35 1 32 1 50 2 43 2

台 6 44 2 38 1 51 2 36 1 35 1 32 1 50 2

計 236 9 242 8 247 9 238 9 256 10 260 11 263 12

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 146 5 179 6 169 5 168 5 145 5 145 5 146 5

関 2 169 5 146 5 179 6 169 5 168 5 145 5 145 5

3229 30

平成26年度 27

27 28平成26年度 31

※平成27年度以降の推計各年度学級数については、県の少人数学級パイロット事業の拡充が継続するものとして算出しています。

323129 30

実数値
28

関 2 169 5 146 5 179 6 169 5 168 5 145 5 145 5

屋 3 183 5 169 5 146 5 179 6 169 5 168 5 145 5

計 498 15 494 16 494 16 516 16 482 15 458 15 436 15

○上所小・女池小／鳥屋野中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 122 4 109 4 134 5 97 4 124 4 121 4 106 4

2 117 4 122 4 109 4 134 5 97 4 124 4 121 4

上 3 109 4 117 4 122 4 109 4 134 4 97 3 124 4

4 122 4 109 4 117 4 122 4 109 4 134 4 97 3

所 5 117 4 122 4 109 4 117 4 122 4 109 4 134 4

6 120 4 117 4 122 4 109 4 117 4 122 4 109 4

計 707 24 696 24 713 25 688 25 703 24 707 23 691 23

1 149 5 125 4 116 4 126 4 135 5 96 3 122 4

2 137 5 149 5 125 4 116 4 126 4 135 5 96 3

女 3 160 5 137 4 149 5 125 4 116 4 126 4 135 4

　 4 129 4 160 5 137 4 149 5 125 4 116 4 126 4

池 5 152 5 129 4 160 5 137 4 149 5 125 4 116 4

6 117 3 152 5 129 4 160 5 137 4 149 5 125 4

計 844 27 852 27 816 26 813 26 788 26 747 25 720 23

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

鳥 1 272 8 250 8 285 9 274 8 289 9 275 8 284 9

屋 2 276 7 272 8 250 8 285 9 274 8 289 9 275 8

野 3 281 8 276 8 272 8 250 8 285 9 274 8 289 9

計 829 23 798 24 807 25 809 25 848 26 838 25 848 26

32

3229 30 31

平成26年度 3127 28 3029

実数値
平成26年度 27 28
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中央区 学年別児童生徒・学級数推計（Ｈ２７～Ｈ３２）

○鏡淵小・白山小／白新中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 25 1 39 2 32 1 31 1 33 2 29 1 22 1

2 28 1 25 1 39 2 32 1 31 1 33 2 29 1

鏡 3 38 1 28 1 25 1 39 1 32 1 31 1 33 1

4 28 1 38 1 28 1 25 1 39 1 32 1 31 1

淵 5 22 1 28 1 38 1 28 1 25 1 39 1 32 1

6 32 1 22 1 28 1 38 1 28 1 25 1 39 1

計 173 6 180 7 190 7 193 6 188 7 189 7 186 6

1 48 2 61 2 47 2 57 2 43 2 55 2 53 2

2 44 2 48 2 61 2 47 2 57 2 43 2 55 2

白 3 34 1 44 2 48 2 61 2 47 2 57 2 43 2

　 4 54 2 34 1 44 2 48 2 61 2 47 2 57 2

山 5 43 2 54 2 34 1 44 2 48 2 61 2 47 2

6 31 1 43 2 54 2 34 1 44 2 48 2 61 2

計 254 10 284 11 288 11 291 11 300 12 311 12 316 12

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 70 3 63 2 65 2 82 3 72 2 72 2 73 2

白 2 79 3 70 2 63 2 65 2 82 3 72 2 72 2

新 3 61 2 79 3 70 2 63 2 65 2 82 3 72 2

計 210 8 212 7 198 6 210 7 219 7 226 7 217 6

○新潟小／寄居中

30

※平成27年度以降の推計各年度学級数については、県の少人数学級パイロット事業の拡充が継続するものとして算出しています。

実数値
28平成26年度

28平成26年度

31

31

27 29 30 32

29 3227

○新潟小／寄居中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 106 4 80 3 90 3 84 3 79 3 82 3 94 3

2 105 4 106 4 80 3 90 3 84 3 79 3 82 3

新 3 98 3 105 3 106 4 80 3 90 3 84 3 79 3

　 4 89 3 98 3 105 3 106 4 80 3 90 3 84 3

潟 5 84 3 89 3 98 3 105 3 106 4 80 3 90 3

6 80 3 84 3 89 3 98 3 105 3 106 4 80 3

計 562 20 562 19 568 19 563 19 544 19 521 19 509 18

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 94 3 80 3 84 3 89 3 98 3 105 3 106 4

寄 2 86 3 94 3 80 3 84 3 89 3 98 3 105 3

居 3 106 3 86 3 94 3 80 3 84 3 89 3 98 3

計 286 9 260 9 258 9 253 9 271 9 292 9 309 10

3231

31

29

32平成26年度

平成26年度 30

29

実数値
27 28

3027 28
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中央区 学年別児童生徒・学級数推計（Ｈ２７～Ｈ３２）

○豊照小・湊小・栄小・入舟小／新潟柳都中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 7 1

2 6 1

豊 3 5 1

4 13 1

照 5 12 1

6 10 1

計 53 6

1 4

　 2 4

3 4 1

湊 4 9 1

5 6 1

6 15 1

計 42 5

1 11 1

　 2 13 1

3 11 1

栄 4 8 1

5 7 1

6 23 1

計 73 6

1 21 1

1

※平成27年度以降の推計各年度学級数については、県の少人数学級パイロット事業の拡充が継続するものとして算出しています。

実数値
平成26年度 27 28 29 30 31 32

※豊照小学校、湊小学校、栄小学校、入舟小学校は

平成27年4月1日に統合し、「日和山小学校」を新設しました。

2 34 2

入 3 34 1

　 4 30 1

舟 5 39 1

6 42 2

計 200 8

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

新 1 92 3 90 3 64 2 60 2 54 2 57 2 43 2

潟 2 78 3 92 3 90 3 64 2 60 2 54 2 57 2

柳 3 96 3 78 3 92 3 90 3 64 2 60 2 54 2

都 計 266 9 260 9 246 8 214 7 178 6 171 6 154 6
※ 着色してある学年は、複式学級です。

○日和山小 (平成27年4月1日開校)
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 - - 65 3 73 3 73 3 75 3 66 3 65 3

日 2 - - 43 2 65 3 73 3 73 3 75 3 66 3

3 - - 57 2 43 2 65 2 73 2 73 2 75 3

和 4 - - 54 2 57 2 43 2 65 2 73 2 73 2

5 - - 60 2 54 2 57 2 43 2 65 2 73 2

山 6 - - 64 2 60 2 54 2 57 2 43 2 65 2

計 - - 343 13 352 14 365 14 386 14 395 14 417 15

32

31 32

30 31平成26年度 27 28 29

平成26年度 27 28 29 30

実数値
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中央区 学年別児童生徒・学級数推計（Ｈ２７～Ｈ３２）

○万代長嶺小・南万代小・紫竹山小／宮浦中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 45 2 51 2 60 2 55 2 42 2 44 2 47 2

万 2 62 2 45 2 51 2 60 2 55 2 42 2 44 2

代 3 45 2 62 2 45 2 51 2 60 2 55 2 42 2

長 4 50 2 45 2 62 2 45 2 51 2 60 2 55 2

嶺 5 49 2 50 2 45 2 62 2 45 2 51 2 60 2

6 67 2 49 2 50 2 45 2 62 2 45 2 51 2

計 318 12 302 12 313 12 318 12 315 12 297 12 299 12

1 61 2 70 3 72 3 83 3 86 3 100 4 118 4

南 2 51 2 61 2 70 3 72 3 83 3 86 3 100 4

3 70 2 51 2 61 2 70 2 72 2 83 3 86 3

万 4 64 2 70 2 51 2 61 2 70 2 72 2 83 3

5 58 2 64 2 70 2 51 2 61 2 70 2 72 2

代 6 49 2 58 2 64 2 70 2 51 2 61 2 70 2

計 353 12 374 13 388 14 407 14 423 14 472 16 529 18

1 108 4 120 4 91 3 122 4 97 4 122 4 118 4

紫 2 97 4 108 4 120 4 91 3 122 4 97 4 122 4

3 90 3 97 3 108 4 120 4 91 3 122 4 97 3

竹 4 111 4 90 3 97 3 108 4 120 4 91 3 122 4

5 104 4 111 4 90 3 97 3 108 4 120 4 91 3

山 6 97 3 104 3 111 4 90 3 97 3 108 4 120 4

計 607 22 630 21 617 21 628 21 635 22 660 23 670 22

校 学 27 28平成26年度

平成26年度

3230 3129

※平成27年度以降の推計各年度学級数については、県の少人数学級パイロット事業の拡充が継続するものとして算出しています。

27 29 30 31 32

実数値
28

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

　 1 183 6 200 6 195 6 202 6 185 6 189 6 201 6

宮 2 185 5 183 6 200 6 195 6 202 6 185 6 189 6

浦 3 183 5 185 6 183 6 200 6 195 6 202 6 185 6

計 551 16 568 18 578 18 597 18 582 18 576 18 575 18

27 28平成26年度 3230 3129
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中央区 学年別児童生徒・学級数推計（Ｈ２７～Ｈ３２）

○鳥屋野小・上山小／上山中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 156 5 160 5 197 7 201 7 214 7 209 7 203 7

鳥 2 141 5 156 5 160 5 197 7 201 7 214 7 209 7

3 131 4 141 5 156 5 160 5 197 6 201 6 214 7

屋 4 140 5 131 4 141 5 156 5 160 5 197 6 201 6

5 128 4 140 4 131 4 141 5 156 5 160 5 197 6

野 6 136 4 128 4 140 4 131 4 141 5 156 5 160 5

計 832 27 856 27 925 30 986 33 1069 35 1137 36 1184 38

1 125 4 122 4 134 5 130 5 139 5 136 5 145 5

2 106 4 125 4 122 4 134 5 130 5 139 5 136 5

上 3 99 3 106 4 125 4 122 4 134 4 130 4 139 4

　 4 99 3 99 3 106 4 125 4 122 4 134 4 130 4

山 5 110 4 99 3 99 3 106 4 125 4 122 4 134 4

6 122 4 110 4 99 3 99 3 106 4 125 4 122 4

計 661 22 661 22 685 23 716 25 756 26 786 26 806 26

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 224 7 258 8 238 7 239 7 230 7 247 8 281 9

上 2 241 6 224 7 258 8 238 7 239 7 230 7 247 8

山 3 237 6 241 7 224 7 258 8 238 7 239 7 230 7

計 702 19 723 22 720 22 735 22 707 21 716 22 758 24

30

3128

27

27

2928

32

平成26年度

平成26年度 3029

32

※平成27年度以降の推計各年度学級数については、県の少人数学級パイロット事業の拡充が継続するものとして算出しています。

実数値

31

○山潟小・桜が丘小／山潟中
推計値

校 学

名 年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 66 3 68 3 54 2 59 2 57 2 54 2 66 3

2 65 3 66 3 68 3 54 2 59 2 57 2 54 2

山 3 68 2 65 2 66 2 68 2 54 2 59 2 57 2

　 4 74 2 68 2 65 2 66 2 68 2 54 2 59 2

潟 5 64 2 74 2 68 2 65 2 66 2 68 2 54 2

6 62 2 64 2 74 2 68 2 65 2 66 2 68 2

計 399 14 405 14 395 13 380 12 369 12 358 12 358 13

1 85 3 79 3 88 3 97 4 97 4 101 4 91 3

桜 2 95 3 85 3 79 3 88 3 97 4 97 4 101 4

3 79 3 95 3 85 3 79 3 88 3 97 3 97 3

が 4 82 3 79 3 95 3 85 3 79 3 88 3 97 3

5 89 3 82 3 79 3 95 3 85 3 79 3 88 3

丘 6 81 3 89 3 82 3 79 3 95 3 85 3 79 3

計 511 18 509 18 508 18 523 19 541 20 547 20 553 19

校 学

名 年 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

　 1 134 4 143 5 153 5 156 5 147 5 160 5 151 5

山 2 123 4 134 4 143 5 153 5 156 5 147 5 160 5

潟 3 118 3 123 4 134 4 143 5 153 5 156 5 147 5

計 375 11 400 13 430 14 452 15 456 15 463 15 458 15

平成26年度

平成26年度

30

実数値
28

28 2927 31 32

31 3227 29 30

9



学務課 

３ 新潟市奨学金制度・新潟市社会人奨学金制度 
 

修学のために経済的な支援が必要な方及びスキルアップや再就職を目指して修学を希望する社会人に

対し，奨学金の貸付けを行っています。 

 返還にあたっては，大学，大学院の奨学生が卒業後，新潟市に住所を有し，前年度に新潟市に市民税

を納付している場合，返還額の一部を免除する返還特別免除制度を設けています。 

 

 新潟市奨学金制度 社会人奨学金制度 

対象者 

  本人又は本人の保護者が市内に住所を

有する人 

  主として家計を支える人１人（大学院

は本人）の所得が市の定める所得基準以

下である人 

  市が定める学力基準に該当する人 

例）高校 1年生は中学平均 3.0 以上 

大学 1年生は高校平均 3.5 以上 

 

※ 高等学校等については，授業料負担がある

場合のみ対象 

  本人が市内に住所を有し，通学する人 

  申込時に，現在在学している学校に入学

する前の学校を卒業してから１年以上経

過している人（4/1 現在） 

  満 23 歳以上で，満 50歳までに修学期間

が終了する人 

  市が定める所得基準以下の人 

  課題作文が優れている人 

 

※ 勤務先から補助が出ている場合など，本人

が学費を負担していない場合は対象外 

貸
付
額 

・高等学校等 年額 200,000 円 ― 

・専門学校 
・短大 
・大学 
・大学院 

年額 400,000 円 

年額 200,000 円 

300,000 円 

400,000 円 から選択 

募集時期 
6 月中旬～7 月中旬 

※在学採用のみ（予約採用なし） 

貸付方法 
年 2回（4月と 9月）に分けて貸付 

※採用初年度は 1年分を 9月に貸付 

貸付期間 
正規の最短修学期間 

※ 複数の校種で利用可（最長通算 9年） 

正規の最短修学期間 

※ 社会人奨学金制度の利用は 1回のみ 

利子 無利子 

他の奨学金 
との併給 

併給可 

※新潟市奨学金と新潟市社会人奨学金の併給は不可 

返還方法 

・ 8か月据置，半年賦（7月と 12月） 

・ 貸付総額により返還回数，1 回あたりの

返還額を決定（返還表を規定） 

・ 最長返還期間は 20 年 

 例）貸付総額 800,000 円の場合 

  40,000 円／回，20回払い 

・ 8 か月据置，半年賦（7月と 12月） 

・ 貸付総額により返還回数，1 回あたり

の返還額を決定（返還表を規定） 

・ 最長返還期間は 10 年。希望により期

間を短縮できる。 

 例）貸付総額 800,000 円の場合 

  通常：40,000 円／回，20回払い 

  短縮：80,000 円／回，10回払い 

遅延損害金 年 5％ 

保証人 連帯保証人 1名（4親等以内の成人親族等） 

返還特別免除 
 

※裏面参照 

【大学，大学院のみが対象】 

  新潟市に住所を有し，前年度に新潟市に

市民税を納付している場合，申請により返

還額の一部を免除する。（限度額 4 万円／

回，返還開始後 7年以内で 5 回まで） 

なし 
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学務課

新潟市奨学金の返還特別免除について

　【対 象 者】　①　新潟市に住所を有している者

　　　　　　　  ②　前年度に新潟市に市民税を納付している者

　　　　　　　  ③　この奨学金の返還を怠ったことがない者

　【免 除 額】　前年度に納付した新潟市の市民税額の１／２相当額（限度額４万円）

　　　　　　　　  ※　年１回、１２月の返還額から減額

　【免除期間】　返還開始後７年を超えない範囲内で、免除回数は５回まで

年度

返還月 7 12 7 12 7 12 7 12 7 12 7 12 7 12 7 12

住所地
卒
業

市民税納税先

返還回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

特別免除

免
除
（
1
回
目
）

免
除
（
2
回
目
）

免
除
（
3
回
目
）

免
除
（
4
回
目
）

免
除
（
5
回
目
）

　大学、大学院の奨学生が卒業後、以下のいずれにも該当する場合、申請により返還額の一部を免
除する制度があります。

返還3年目 返還4年目 返還5年目返還1年目 返還2年目 返還8年目

新潟市 新潟市 新潟市

返還6年目

新潟市

返還7年目

新潟市

新潟市

新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市

新潟市 新潟市 新潟市 新潟市
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保健給食課 

４ 健康づくり・食育の推進 

（１）健康づくりの推進 

子どもたちが自らの健康に関心をもち，健康の増進・病気の予防など，健やかに生きるた

めの主体的な健康づくりを推進します。 

子どもの頃から望ましい生活習慣を築くことにより，生活習慣病を予防するなど，健康教

育の一層の充実を図ります。 

 

児童生徒の生活習慣病予防対策 

・生活習慣病予防パンフレットを作成し，健康教育に活用 

・小４，中１の希望者に血液検査などの健診を実施 

 

肥満傾向の児童生徒の割合はやや減少傾向にありますが，痩身傾向の児童生徒の割合はや

や増加傾向にあります。 

 

  

肥満傾向の児童生徒の割合（％） 

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

7.53 7.56 7.06 6.90 7.01 6.82

 

  

痩身傾向の児童生徒の割合（％） 

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

1.91 1.91 2.03 2.09 2.16 2.15

 

 

 

児童生徒のむし歯・歯周疾患予防対策 

・むし歯予防教室，歯肉炎予防教室の開催 

・フッ化物洗口の実施 

 

中学 1年生一人平均のむし歯本数は，着実に減少しています。 

 

  

中学１年生一人平均う歯（むし歯）数（本）

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

0.94 0.90 0.80 0.71 0.64 0.56
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保健給食課 

（２）食育の推進 

子どもたちが，バランスのよい食事や正しい食事マナー，食べ物の大切さなどを理解し，

望ましい食習慣を身に付けられるよう，家庭と連携した食に関する指導を推進します。 

 学校給食については，地産地消を推進し，学校給食の一層の充実を図ります。 

 

食に関する指導推進 

・栄養士が未配置の学校に一般市民の栄養士資格保有者を食育指導者として派遣 

・学校給食に関する研究を行う「研究推進校」を指定 

 

学校と家庭との連携強化 

・中学校区単位で，地域住民や保護者を招いて食育ミニフォーラムを開催 

 

 児童生徒の朝食欠食率は減少傾向にあったものの現在はほぼ横ばいに推移しています。 

 給食の残食量は着実に減少しています。 

 

児童生徒の朝食欠食率（％） 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

3.4 3.0 1.1 1.2 1.5 1.4

 

給食の残食量の減少（％） 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

4.0 5.0 3.7 4.2 3.3 2.8

 

 

学校給食の充実事業 

・ご飯を基本とし，地域の食材を使った栄養バランスの良い日本型の食事を推進 

 

 地場農林水産物の使用率はほぼ横ばいに推移しています。 

 

  

地場農林水産物の使用率（％） 

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 

15.4 14.7 15.5 15.8 15.5
15.5

（見込）
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地域教育推進課 

５ 地域に開かれた教育の推進 

 

 平成 27 年４月１日から，組織改正により，生涯学習課の企画部門を生涯学習センターに

一元化し，生涯学習課青少年・地域と学校連携室が，地域教育推進課に変わりました。今

後も若者支援や，地域と学校の連携による地域に開かれた学校づくりを推進します。 

以下は地域教育推進課の主な事業です。 

 

 (1)  地域と学校パートナーシップ事業 

「学・社・民の融合による教育」を推進するため，学校が地域に開かれ，地域と共

に歩むことができるように地域教育コーディネーターを配置し，市立すべての義務教

育学校で本事業を実施しています。 

 

 
 

 

(2) 地域と学校ドリームプロジェクト支援事業 

    「地域とともに歩む学校づくり」をさらに進め，学校が特色ある取組の継続や新

たな取組の開発に積極的に着手できるようにするとともに，先進的な取組が全校に広

がるよう支援します。 

 

 

(3) ふれあいスクール事業 

 週に 1～3 回，平日の放課後や土曜日の午前中に学校施設を利用して，安全な居場

所を提供するとともに，異年齢，地域の大人との交流を図ります。平成 27 年度は 67

の小学校で実施します。 
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地域教育推進課 

(4) 学校開放事業 

       学校教育に支障のない範囲で，平日の夜間や土・日に学校の施設を市民に開放する

ことによって，市民の体育，文化及び地域活動の普及推進並びに児童生徒の健全育成

を図ります。市立の全小・中学校，東特別支援学校，明鏡高等学校で実施。利用団体

は，学校施設使用料を負担します。 

 

 

 (5) 街頭育成活動 

   青少年非行の未然防止と青少年の健全育成を図るため，新潟市青少年育成員による

新潟駅や万代周辺での声かけ活動を実施します。 

※第 13 期青少年育成員（H27.4.1～H29.3.31）32 名 

 

 

(6) 若者支援事業 

   困難を抱えた若者の自立や社会参加およびあらゆる若者の健やかな成長を支援す

るため，若者支援センターにおいて相談事業，支援事業，居場所事業を行います。 

また，複合的な困難を抱えた若者の問題解決のため，若者支援協議会を運営し，協

働の支援を行います。 
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中央公民館 

６ 公民館の重点的な取組 

 

 公民館では，多様なニーズやライフスタイルに応じた学習機会の充実のため，あらゆる世代の方

が生涯を通じて学ぶことのできる場を提供し，地域の絆づくりと活力あるコミュニティの形成を支

えます。 

 以下は公民館で実施する主な事業です。 

 

 

１ 豊かな心と健やかな体の育成 

 ●青少年の居場所づくり 

 

 

 

 

 

 

２ 家庭教育の充実と子育て支援 

 ●家庭教育充実の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生涯を通じて学び育つ学習機会の充実 

  ●地域における生涯学習活動への支援 

 

 

 

 

 

 

 

  

・家庭教育振興事業【プレママ学級，家庭教育学級，孫育て講座】 

 学校や公民館を会場に，子どもが生まれる前の母親や父親を対象としたプレママ学級をは

じめ，乳児期から思春期までの子供の成長期に合わせて，子育てに関する知識や情報，親と

してのかかわりなど家庭教育に関する講座を開催します。併せて，祖父母世代を対象とした

孫育て講座を実施します。 

・地域コミュニティ活動活性化支援事業 

 超高齢・少子化への対応や，学社民融合の考え方に基づいて，地域の教育力向上に資する

事業や地域人材育成に重点をおいた取組を進めるなど，学校や地域団体等と連携して地域課

題解決を図ります。併せて，地域のつなぎ役となるコミュニティコーディネーターの育成講

座を実施します。 

・青少年の居場所づくり事業 

地域で子どもを見守り育てるために，公民館に学校や家庭以外の「空間」を設け，地域の

大人と子どもがふれあい，共感し合える場を提供します。 
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中央公民館 

 

 

 ●アクティブシニアへの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学・社・民の融合による人づくり，地域づくり，学校づくり 

  ●地域とともに歩む学校づくりの推進 

 

・セカンドライフ農業体験事業 

 主に退職後のシニア世代を対象に，家庭菜園等で活用できる農業体験を実施することによ

り，永年楽しめる趣味づくり，仲間づくり，健康づくりのきっかけの場とし，元気な高齢者

の地域参加へつなげます。また，農業体験を通して消費者と生産者が交流することで，農業

と地域魅力への理解をより深めていただく事業です。 

・ふれあいスクール事業（公民館出前型） 

 学校を会場に，地域の大人向けに公民館事業を実施することにより，学校に親しみを持ち，

学校と連携しながら地域全体で子どもを見守る体制づくりを推進します。 
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中央図書館 

７ 図書館の重点的な取組 

～新潟市では子どもの読書活動を推進しています～ 

 

 

（１）第二次新潟市子ども読書活動推進計画（概要版） 

新潟市では，全ての子どもたちが本に親しみ読書習慣を身に付けることを願

って，平成 22 年度から「新潟市子ども読書活動推進計画」により，子どもの読

書環境づくりを進めてきました。 

この度，これまでの取組の成果と課題を整理して，今年度から平成 31 年度ま

での５年間の第二次計画を策定しました。この概要版には，家庭，保育園・幼

稚園，学校，地域の４つの場での主な取組を掲載してあります。 

子どもと本を結ぶためには，周囲の大人の力が必要です。 

読み聞かせやブックスタートボランティアをはじめ，地域の皆さんと一緒に

この計画に取り組んでいきたいと考えております。 

  

 

（２）新潟市の学校図書館は日本一！を目指します  

このチラシは，新潟市の学校図書館の状況を広く関係者にアピールし，一層

活用が進むことを目指して作成しました。 

学校は，生涯にわたる読書習慣を身に付ける大切な場所です。 

新潟市は，学校司書の全校配置，蔵書管理システムの導入，蔵書の充実，学

校図書館支援センターによる支援など，学校図書館の充実に力を入れてきまし

た。 

 平成 27 年度からは，順次，全小中学校を「学校図書館活用推進校」に指定し，

学校図書館を活用した授業や読書活動をさらに進めます。 

18



19



20



21



22



23



24


